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②インストール後、アプリを起動するとスキャ
　ン画面になります。
③スマホをかざして画像をスキャンします。
④認識するとコンテンツが表示されます。

防災への理解を深める勿来地区の夏祭り特集熱い夏、小名浜の祭り特集
広がる笑顔、永崎女性の会
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　「四倉ねぶたといわきおどり
の夕べ」に登場した「加藤清正
の虎退治」は、製作を担当する
善友会が約2ヵ月かけて作り上
げた大ねぶた。同会の関係者や
スポーツ少年団の子どもたちが
「ラッセラー」の掛け声に合わ
せて綱を引き、勇壮な姿を煌々
と浮かび上がらせながら、商店
街を練り歩きました。

応急仮設住宅や災害公営住宅ほか
市内各地のイベントやできごとを紹介

都市計画道路
〈関田江栗線〉
7月末現在

※お申し込みは開催日の3日前まで。
【予約・問い合わせ】　市ふるさと再生課　☎0246-22-7437

　市では、東日本大震災以降の宅地需要の増加に
対応するため、新たな宅地供給に向けた取り組みを
進めています。この度、「市街化調整区域における
地区計画制度」の運用基準に基づき選定した候補
地で、第1号となる地区計画等に関する都市計画の
決定を行いました。今後は、来年3月ごろの宅地分
譲開始を目指し造成工事が進められます。
▶場所　平上荒川字後沢の一部の区域ほか
▶面積　約2.3ha
▶予定区画数　55区画(一戸建て住宅)
【問い合わせ】
都市計画課 計画係 　☎0246-22-7511

　平町では、江戸時代から続く伝統
行事「盆の迎え火」が盛んでした。昭
和9年の夏前に、平の本町通りでア
スファルト舗装工事が始まりました
が、舗装が溶ける恐れがあるので
迎え火を自粛。ちょうど昭和6年頃
から、仙台から赴任してきた医師の
家族が派手な七夕飾りで自宅を飾
り付けていたのが評判となっていた
こともあって、三町目商店街を中心
に迎え火に代わる行事として七夕
飾りが広がりました。昭和11年には
平町商工会も加わり、平の代表的
な祭りへ発展。その後、昭和13年に
は戦時体制を整えるため政府が定
めた「国家総動員法」により自粛を
余儀なくされましたが、昭和23年に
復活を遂げました。昭和35年から
は盆行事と連動して中暦が採用さ
れることになり、現在に至ります。

　6月4日、都市計画道路・
関田江栗線の完成式が行
われました。津波被害を受
けた錦町沿岸部から市街
地への避難を円滑にする
ため、幅員2ｍだった道路
が10ｍに拡張されました。

東日本大震災後の宅地需要に対応
した新たな宅地供給について

「平七夕まつり」とは？

7月
24～26日

「住まいと暮らしの再建相談会」「生活再建ライフプランセミナー」
◆日時　9月27(日)　　
　　　　①10:00 ②13:00
　　　　③15:00(各90分程度)
◆場所　市文化センター
◆定員　9組 (各時間3組)

◆テーマ　震災からの生活再建と
　　　　　セカンドライフへの備え
◆日時　9月13日(日)
　　　　10:00～12:00
◆場所　市文化センター
◆定員　30名

各地の復興工事
進捗状況

きらきら広場あそぼう会海と川に響く歓声

　7月24日、平禰宜町に新シアター〈いわきPIT〉
がオープンしました。同ホールは、震災からの復興
に向け、エンターテイメントを通して被災地のみな
さんに元気になってもらうことを目的に、「一般社
団法人チームスマイル」が提案し建設されたもの。
　オープン初日には、落成披露式とコンサートが
実施され、女優で歌手の倍賞千恵子さんや、ピア
ニストの熊本マリさんらが出演。サプライズで、岸
谷香さんなども登場しました。また、25、26日には
記念イベントも行われ、市内在住のギタリストのア
ベマンセイさんや、ご当地アイドルのアイくるガー
ルズが出演。そのほか、市民と小・中学生による合
唱や、太鼓演奏なども披露されました。

多目的ホール〈いわきPIT〉
オープン！

４年目の再オープ
ン

獅子舞練習開始

江名の子どもたちに
よる三匹獅子舞

車いす席1席を合わせて全
202席あります

錦東小学校脇を通る関田江
栗線の現在の様子昭和10年頃の七夕

まつり

現在の七夕まつり

なるほど！いわきの歴史コーナー
プチ講座 Part.3
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町
内
で
造
成
工
事
の
進
む

区
画
整
理
区
域
内
と
防
災
緑

地
で
の
遊
び
を
通
じ
て
、
未

来
の
町
の
姿
、
森
や
遊
び
場

の
イ
メ
ー
ジ
を
皆
で
共
有
し

よ
う
と
始
ま
っ
た
「
き
ら
き

ら
広
場
あ
そ
ぼ
う
会
」
。
夏

休
み
最
初
の
日
曜
日
の
７
月

19
日
、
２
回
目
の
あ
そ
ぼ
う

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
夏
ら
し
く

「
水
」
。
多
く
の
家
族
連
れ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
用
意
さ
れ
た
竹
で
水
鉄
砲

を
作
り
、
水
を
掛
け
合
い
楽

し
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
。
か

き
氷
や
ブ
ル
ー
べ
リ
ー
を
使

っ
た
ス
ム
ー
ジ
ー
、
食
べ
た

い
も
の
を
持
ち
寄
り
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
む
人
な
ど
、

思
い
思
い
の
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
震
災
後
、

久
之
浜
に
集
い
一
緒
に
瓦
礫

撤
去
な
ど
を
し
て
い
た
グ

ル
ー
プ
が
考
案
し
た
ス
ポ
ー

ツ
「
水
風
戦
」
も
久
之
浜
初

お
目
見
え
。
水
風
船
を
手
に

コ
ー
ト
狭
し
と
、
び
し
ょ
濡

れ
に
な
り
な
が
ら
楽
し
そ
う

に
駆
け
回
る
参
加
者
た
ち
。

　
日
ご
ろ
は
立
ち
入
り
禁
止

と
な
っ
て
い
る
工
事
中
の
区

域
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

歓
声
が
響
き
渡
り
、
多
く
の

笑
顔
が
見
ら
れ
た
夏
の
一
日

で
し
た
。

　
７
月
19
日
、
夏
の
訪
れ

を
告
げ
る
田
之
網
三
嶋
神

社
例
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
々
の
前
に
は
、
水
が
入

っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
が
置
か

れ
準
備
完
了
。
な
か
に
は

ホ
ー
ス
を
手
に
神
輿
の
到

着
を
待
つ
人
の
姿
も
。
そ

し
て
、
威
勢
の
良
い
掛
け

声
と
と
も
に
練
り
歩
く
神

輿
に
容
赦
な
く
水
が
か
け

ら
れ
続
け
ま
す
。
い
よ
い

よ
神
輿
が
海
へ
と
突
進
す

る
祭
り
一
番
の
見
せ
場
へ
。

祭
り
の
勢
い
を
復
興
へ
、

田
之
網
の
皆
さ
ん
の
心
意

気
を
見
ま
し
た
。

津波避難場所ガイド

久
之
浜・大
久
か
ら
４
点

キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

入居から半年
災害公営住宅久之浜東団地

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全･

安
心
に
貢
献
す
る
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
表
彰
す
る
キ
ッ

ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
。
同
賞
の

復
興
支
援
デ
ザ
イ
ン
部
門

で
、
久
之
浜
一
小
と
ま
ち

づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

の
活
動
３
点
が
受
賞
。
加

え
て
ぼ
ん
ぼ
り
光
環
境
計

画
の
「
ひ
さ
の
は
ま
夢
あ

か
り
」
が
受
賞
。
詳
細
は

次
号
に
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
津
波
に
よ
り
大
き
な
被

害
を
受
け
た
金
ヶ
沢
地
区
。

昨
年
４
月
に
植
樹
祭
が
行

わ
れ
た
見
渡
神
社
境
内
の

木
々
も
し
っ
か
り
と
根
を

張
り
ま
し
た
。
目
を
転
じ

る
と
海
岸
堤
防
の
工
事
も

進
ん
で
い
ま
す
。
防
災
集

団
移
転
先
の
団
地
で
は
１

軒
の
新
築
工
事
が
進
み
、

今
月
新
た
に
１
軒
工
事
が

始
ま
る
予
定
で
す
。

　7月20日海の日、震災以前から続く石川町と
の交流会が久之浜漁港で開かれました。久之
浜一小・二小の児童そして石川町の子ども100
名が参加。ライフジャケットを着た子どもらが漁
船で向かった先は、港から沖合い３kmほどの
刺し網漁の現場。引き上げられた網にかかるカ
ニや魚に子どもらは大歓声。お昼には、地域づ
くり協議会女性会員と、市漁協久之浜支部婦
人部の皆さんが朝から準備したホッキ飯やカ
ニ汁を食べ夏休みの一日を満喫しました。

海からの恵みに感謝　海と山の交流会

金
ヶ
沢 

進
む
工
事
と

防
災
集
団
移
転
団
地

　２月23日の鍵の引渡しから半年
が経った災害公営住宅久之浜東
団地。新妻憲一さんを会長に自治
会も組織されました。市民総ぐる
み運動での草刈や月１回の清掃活
動など、団地としてのつながりを深
める活動も行われています。生活
の利便性に向けて、６月23日から
大手スーパーによる移動販売も開
始されました。
　７月27日、社会福祉協議会によ
る東団地初となる交流サロンが開
催。栄養士の鎌田まり子さんを講
師に迎え、介護を受けずに健康に
長生きするための食生活に関する
講話が行われました。高齢の入居
者の多い東団地。交流サロンは今
後も続けられる予定です。

久之浜生まれの水風戦。故郷
に錦を飾りました

市内外に散り散りになっていた地
区の皆さんが、移転先団地で生
活を共にする日も近づいています

工事で使用中の建設重機の見
学会も開かれました

ふ
る
さ
と
歳
時
記

　田
之
網
三
嶋
神
社
例
祭

●三嶋神社
　●住所／久之浜町田之網字横内93
　●面積／19㎡●海抜／19.8ｍ
●円成院
　●住所／久之浜町田之網字西ノ内58‒2
　●面積／500㎡●海抜／17.1ｍ
●江之網集会所
　●住所／久之浜町田之網字江之網95‒4
　●面積／45㎡●海抜／17.7ｍ

海、山川で夏のイベント　久之浜・大久

金ヶ沢見渡神社境内から望む海岸
堤防工事の様子。重機による工事
も急ピッチで進んでいます

スマートボールすくい
や手作り水鉄砲で楽し
みました

きらきら広場あそぼう会

ふ
る
さ
と
歳
時
記

　田
之
網
三
嶋
神
社
例
祭

波立海岸

太平洋

三嶋神社

江之網集会所

6

6

円成院

平←

バ
イ
パ
ス

（
工
事
中
）

きらきら広場あそぼう会
水遊びで大盛り上がり水遊びで大盛り上がり

　朝から真夏の日差しが照りつけた７月26日、
海竜の里センターで「第17回ニジマスつかみ
どり大会」が開かれました。震災後、放射線量を
考慮しタッチプールでの開催が続きましたが、
いよいよ今年はニジマスを川に放流しての大
会復活です。参加者は皆、水しぶきを上げ懸命
にニジマスを追い、自分で捕ったニジマスを炭
火で焼き、おいしそうに食べる姿が見られまし
た。折しも、梅雨明けが発表されたこの日、本格
的な夏がやってきた熱い一日でした。

川をせきとめ復活　ニジマスを追え！
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める活動も行われています。生活
の利便性に向けて、６月23日から
大手スーパーによる移動販売も開
始されました。
　７月27日、社会福祉協議会によ
る東団地初となる交流サロンが開
催。栄養士の鎌田まり子さんを講
師に迎え、介護を受けずに健康に
長生きするための食生活に関する
講話が行われました。高齢の入居
者の多い東団地。交流サロンは今
後も続けられる予定です。

久之浜生まれの水風戦。故郷
に錦を飾りました

市内外に散り散りになっていた地
区の皆さんが、移転先団地で生
活を共にする日も近づいています

工事で使用中の建設重機の見
学会も開かれました

ふ
る
さ
と
歳
時
記

　田
之
網
三
嶋
神
社
例
祭

●三嶋神社
　●住所／久之浜町田之網字横内93
　●面積／19㎡●海抜／19.8ｍ
●円成院
　●住所／久之浜町田之網字西ノ内58‒2
　●面積／500㎡●海抜／17.1ｍ
●江之網集会所
　●住所／久之浜町田之網字江之網95‒4
　●面積／45㎡●海抜／17.7ｍ

海、山川で夏のイベント　久之浜・大久

金ヶ沢見渡神社境内から望む海岸
堤防工事の様子。重機による工事
も急ピッチで進んでいます

スマートボールすくい
や手作り水鉄砲で楽し
みました

きらきら広場あそぼう会

ふ
る
さ
と
歳
時
記

　田
之
網
三
嶋
神
社
例
祭

波立海岸

太平洋

三嶋神社

江之網集会所

6

6

円成院

平←

バ
イ
パ
ス

（
工
事
中
）

きらきら広場あそぼう会
水遊びで大盛り上がり水遊びで大盛り上がり

　朝から真夏の日差しが照りつけた７月26日、
海竜の里センターで「第17回ニジマスつかみ
どり大会」が開かれました。震災後、放射線量を
考慮しタッチプールでの開催が続きましたが、
いよいよ今年はニジマスを川に放流しての大
会復活です。参加者は皆、水しぶきを上げ懸命
にニジマスを追い、自分で捕ったニジマスを炭
火で焼き、おいしそうに食べる姿が見られまし
た。折しも、梅雨明けが発表されたこの日、本格
的な夏がやってきた熱い一日でした。

川をせきとめ復活　ニジマスを追え！
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７
月
９
日
、
四
倉
海
水

浴
場
の
駐
車
場
脇
に
、
18

本
の
コ
コ
ス
ヤ
シ
の
木
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
の
「
ま
ち
・
未
来
創

造
支
援
事
業
」
の
補
助
を

受
け
て
、
四
倉
ふ
れ
あ
い

市
民
会
議
の
海
岸
漁
港
復

興
委
員
会
が
、「
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
コ
ー
ス
ト
復
興
支
援

事
業
」
と
し
て
、
植
樹
し

た
も
の
で
す
。

　
植
樹
し
た
18
本
の
う
ち

の
15
本
が
、
市
の
補
助
を

受
け
た
ヤ
シ
の
木
で
、
宮

崎
県
か
ら
運
ば
れ
て
来
ま

し
た
。
残
り
の
３
本
は
、

四
倉
海
岸
の
防
災
緑
地
予

定
地
に
あ
っ
た
ヤ
シ
の
木

を
移
植
し
ま
し
た
。

　7月25、26日の四倉
ふれあい市民会議に
よる「海と山の冒険
隊」で、東京都港区の
親子が四倉を訪れ、
地域のみなさんと交
流しました。

　
四
倉
町
の
児
童
、
生
徒
、

企
業
、
各
種
団
体
な
ど
か
ら

16
チ
ー
ム
、
約
１
，
０
０
０

名
の
踊
り
手
た
ち
が
参
加
。

　
「
ド
ン
ワ
ッ
セ
」
の
掛
け

声
に
合
わ
せ
て
、
チ
ー
ム
ご

と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装

や
踊
り
で
、
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
メ
イ
ン
の
「
加
藤

清
正
の
虎
退
治
」
を
は
じ
め

と
す
る
五
基
の
ね
ぶ
た
と
四

基
の
ね
ぷ
た
も
、
四
倉
築
港

か
ら
四
ツ
倉
駅
前
ま
で
の
商

店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
よ
り

多
く
の
み
な
さ
ん
が
い
わ
き

の
海
岸
を
訪
れ
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
、
日
本
財
団
の

「
海
で
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
助
成
を
受
け
て
、

い
わ
き
鳴
き
砂
を
守
る
会
と

実
行
委
員
会
が
開
催
。

　
約
２
０
０
名
の
参
加
者
は
、

四
倉
海
岸
で
砂
の
像
を
作
っ

た
ほ
か
、
砂
絵
教
室
や
宝
探

し
も
楽
し
み
ま
し
た
。
会
場

を
四
倉
小
体
育
館
に
移
し

て
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
笠
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ど
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
市
民
会
議
が

ヤ
シ
の
木
を
植
樹

四
倉
ね
ぶ
た
と

い
わ
き
お
ど
り
の
夕
べ

２
０
１
５
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
四
倉

津波避難場所ガイド
●細谷集会所
●住所／四倉町細谷字弁天前地内
●面積／166㎡
●海抜／4.2ｍ

7月
25日

7月
25日

四倉ピックアップ

とまとランドいわきで収穫
体験をする参加者

ようこそ四倉へ

　7月26日、四倉海岸
で行われた「復興支
援事業ビーチバレー
ボールよつくら大会」
では、真夏の太陽の下、
参加者が好プレーを
連発。昨年より10チーム多い47

チームが参加しました

砂浜で熱戦　

　7月11日、四倉第一
幼稚園で夏祭りが開
かれ、園児たちはお
神輿を担いだりダン
スをした後、輪投げや
ヨーヨー釣りなどを楽
しみました。

元気いっぱいにお神輿を
担ぐ園児たち

楽しい夏祭り　

　7月12日の「アクア・
ソーシャルフェスティ
バル」では、約200名
が参加して四倉海岸
で鳴き砂と放射線量
の調査などを行いま
した。

鳴き砂の調査

海岸で鳴き砂を調べる参
加者

今
年
も
四
倉
と

勿
来
で
海
開
き

　
市
内
で
は
今
夏
、
四

倉
と
勿
来
の
海
水
浴
場

が
、
32
日
間
に
渡
っ
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
７
月
18
日
、
海
開
き

式
の
メ
イ
ン
会
場
と

な
っ
た
四
倉
海
水
浴
場

で
は
、
関
係
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ガ
イ
ド

い
わ
き
の
み
な
さ
ん
が
、

波
打
ち
際
で
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
水
を
掛
け

合
っ
て
い
ま
し
た
。

海開き宣言に合わせて
テープカット

国道6号沿いに植えられたヤシの木

伝統の笠踊りを披露した、い
わきしのぶえ会

スタッフに教わりながら砂絵
づくりにも挑戦

底を抜いたバケツなどを使っ
て砂の像をつくる参加者

四倉中は約380名が部活ごとに
参加しました

息の合った踊りを披露
する大浦婦人会

威風堂々の「加
藤清正」

波と戯れるサンシャイン
ガイドの3人

公
民
館
で
夏
休
み

子
ど
も
ま
つ
り

　
７
月
31
日
、
四
倉
公

民
館
で
、
夏
休
み
子
ど

も
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
有
限
会
社
磐
植

の
ス
タ
ッ
フ
を
講
師
に

迎
え
て
の
苔
玉
風
鈴
づ

く
り
に
取
り
組
ん
だ
ほ

か
、
金
魚
す
く
い
や

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の

ミ
ニ
縁
日
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
映
画
の

上
映
会
も
あ
り
ま
し
た
。

保護者に手伝ってもらい
ながら苔玉風鈴づくり

金魚すくいには長蛇の列
ができる人気ぶりでした

　
四
倉
保
育
所
の
夏
祭
り

は
７
月
16
日
に
開
か
れ
、

園
児
と
保
護
者
ら
約
２
０

０
名
の
参
加
者
は
、
か
き

氷
な
ど
を
食
べ
た
り
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
す
く
い
や

く
じ
引
き
な
ど
を
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
県

の
復
興
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
キ
ビ
タ
ン
が
登

場
。
園
児
と
一
緒
に
ダ
ン

ス
を
踊
っ
た
り
記
念
撮
影

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

保
育
所
の
夏
祭
り
に

キ
ビ
タ
ン
登
場

キャラクターすくいに挑
戦する園児

キビタンの登場に園児
たちは大喜び

夏
の
イ
ベ
ン
ト
特
集6

●

●

●
大浦
簡易郵便局

厳島神社

クリナップ
四倉工場
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平地区ピックアップ

交流のある好間高校生と豊間・
薄磯地区を視察しました

兵庫県から防災学習

防災緑地の地図上で樹木を選
定する委員会メンバー

薄磯まちづくり委員会

　
７
月
30
日
、
塩
屋
埼
灯

台
下
で
薄
磯
採
鮑
組
合
が

震
災
後
、
初
め
て
と
な
る

ウ
ニ
漁
を
行
い
約
11
㎏
の

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
を
水

揚
げ
し
ま
し
た
。

　
薄
磯
南
作
に
住
む
猪
狩
さ

ん
は
以
前
〈
い
わ
き
・
ら
・

ら
・
ミ
ュ
ウ
〉
で
中
華
料
理

店
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

大
震
災
に
よ
る
津
波
で
店
舗

は
流
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
震
災
時
、
店
は
営
業
中
で

窓
越
し
に
見
え
る
海
の
異
変

に
気
づ
い
た
ご
主
人
。
間
も

な
く
全
館
避
難
に
な
り
、
急

い
で
薄
磯
の
自
宅
に
向
か
う

途
中
、
豊
間
の
県
道
で
津
波

に
巻
き
込
ま
れ
、
車
が
流
失

し
て
し
ま
い
、
自
宅
に
た
ど

り
着
い
た
の
は
19
時
を
回
っ

て
い
ま
し
た
。
幸
い
高
い
場

所
に
あ
っ
た
自
宅
は
津
波
被

害
に
は
遭
わ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
子
ど
も
２
人
と
母
親

の
安
否
が
分
か
っ
た
の
は
夜

中
の
２
時
で
し
た
。
家
族
を

一
時
県
外
に
避
難
さ
せ
、
一

人
い
わ
き
に
残
り
、
健
康
セ

ン
タ
ー
や
蒲
鉾
工
場
、
弁
当

店
で
働
き
、
除
染
作
業
な
ど

も
経
験
し
な
が
ら
、
店
を
再

開
さ
せ
よ
う
と
頑
張
り
ま
し

た
。

　
市
内
で
物
件
探
し
を
続
け

４
年
目
と
な
っ
た
今
年
３
月

13
日
、
平
に
〈
中
華
・
竹

琳
〉
を
オ
ー
プ
ン
。「
同
じ
経

験
を
し
た
地
元
の
人
た
ち
に

自
分
も
元
気
で
や
っ
て
い
る

の
で
前
向
き
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
５
年
ぶ
り
の
ウ
ニ
漁
に

組
合
員
の
志
賀
清
さ
ん
も

「
自
信
を
持
っ
て
出
荷
で

き
る
」
と
海
底
の
様
子
や

ウ
ニ
の
成
長
の
状
態
を
見

て
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　
試
験
操
業
に
伴
い
名
物

の
「
ウ
ニ
の
貝
焼
き
」
の

加
工
が
県
水
産
会
館
で
行

わ
れ
、
29
個
の
貝
焼
き
を

津波避難場所ガイド
●八坂神社

２年前に植樹された銀杏。半
澤キヨ子会長（右）と高尾さん

銀杏の絆

市
民
も
期
待

ウ
ニ
漁
試
験
操
業
始
ま
る 震災直後の小名浜の店舗のよ

うす。被害の甚大さがわかり
ます

３月にオープンした新店舗、
店名も〈竹琳〉に変わりました

「地元の人たちにも使って頂
きたい」と２階宴席もあります

新店舗は平作町にあり赤い看板
が目印です

来年の雌獅子の候補者も
見学に来ていました

指導役の笛の師匠も伝統
が受け継がれています

青年会、笛の師匠、区役員
などに見守られ、受け継
がれます

昨年と同じメンバーでの
練習。初日から息が合って
いました

伝統の獅子舞25年振りの繰越
　７月22日から沼ノ内公民館で始まった獅子舞
の練習ですが、今年は少し様子が違いました。
　沼ノ内の獅子舞は小学５・６年生、中学１年生の
３人。毎年新しい舞い手が入り大獅子役の中学生
が指導役になります。沼ノ内獅子舞の伝統で、舞
い手は地域の小学５年生で、長男であり、新盆を
出す身内がいないことが条件。ところが、今年は
地域に対象児童がいなかったため、前例も考慮し
て昨年と同じメンバーでの獅子祭典に臨むことに
なりました。
　世話役の沼ノ内青年会員も「来年の獅子は既に
決まっており、変則になったのは今年だけ」と話し
ていました。８月22日、たくましく成長した２年目
の獅子たちに期待が高まります。

水揚げ風景、志賀清さん（左）と鈴
木武さん

「焼き上がりは及第点です」と
鈴木一好会長

漁を終えて皆良い笑顔です。
写真は鈴木廣彦さん

お知らせ
「沼ノ内獅子祭典」（本祭りのみ）
８月22日　10：00諏訪神社～
沼ノ内団地～高久境～薄磯境
～（休憩）～13：15火の見下～
公民館15：40
「豊間獅子祭り」
８月22日　宵祭り
19:00～諏訪神社境内
８月23日　本祭り
10:00～諏訪神社境内～豊間
団地～とよマルシェなどで舞い
を奉納

●住所／平豊
　間字柳町地
　内
●面積/20㎡
●海抜/37.8ｍ

中華　竹琳　
店主　
猪狩　真 さん（55歳）

被災から
４年目の再開

　７月19日、兵庫県芦屋市
から美原中のＯＢ・ＯＧで組
織しているボランティア「ＲＡ
ＩＮＢＯＷ」のメンバーが豊
間区を訪れ、区役員から震災
から復興へ至る状況などの
説明を受けました。

　７月18日、薄磯区と復興
協議委員会で進める「薄磯ま
ちづくり委員会」の２回目の
会議が団地集会所で行われ、
慰霊碑や防災緑地に植樹さ
れる樹木などについて意見
を交わしました。

　7月14日、東京都八王子の
「みどりのいちょうの会」の
メンバーが薄磯修徳院を訪
れました。地域住民らと祈り
を捧げ、歌手の高尾ゆきさん
が薄磯を題材にした歌を披
露しました。

15 四倉

江名

↑

↑

●

●

●
●

豊間団地

しらた斎場

マルイ運送

八坂神社復興商店
とよマルシェ

ちく りん

作
り
、
内
２
個
を
検
査
に

提
出
し
、
残
り
を
市
場
に

出
荷
し
ま
し
た
。
貝
焼
き

の
加
工
は
本
来
、
各
浜
の

組
合
員
宅
で
行
っ
て
い
ま

し
た
が
加
工
場
の
整
備
な

ど
の
都
合
で
、
今
回
は
会

館
内
の
調
理
場
で
組
合
員

の
家
族
な
ど
４
人
が
加
工

作
業
を
し
ま
し
た
。

　
市
場
で
は
期
待
感
か
ら
、

最
高
１
個
５
、
７
５
０
円

の
値
が
付
き
ま
し
た
。
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平地区ピックアップ

交流のある好間高校生と豊間・
薄磯地区を視察しました

兵庫県から防災学習

防災緑地の地図上で樹木を選
定する委員会メンバー

薄磯まちづくり委員会
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30
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、
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台
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キ
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ま
し
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。
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狩
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が
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流
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時
、
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海
の
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変
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ご
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。
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く
全
館
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に
な
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、
急
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で
薄
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の
自
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に
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う

途
中
、
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で
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に
巻
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、
車
が
流
失

し
て
し
ま
い
、
自
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に
た
ど

り
着
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た
の
は
19
時
を
回
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い
ま
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た
。
幸
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高
い
場

所
に
あ
っ
た
自
宅
は
津
波
被

害
に
は
遭
わ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
子
ど
も
２
人
と
母
親

の
安
否
が
分
か
っ
た
の
は
夜

中
の
２
時
で
し
た
。
家
族
を

一
時
県
外
に
避
難
さ
せ
、
一

人
い
わ
き
に
残
り
、
健
康
セ
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ー
や
蒲
鉾
工
場
、
弁
当

店
で
働
き
、
除
染
作
業
な
ど

も
経
験
し
な
が
ら
、
店
を
再

開
さ
せ
よ
う
と
頑
張
り
ま
し

た
。

　
市
内
で
物
件
探
し
を
続
け

４
年
目
と
な
っ
た
今
年
３
月

13
日
、
平
に
〈
中
華
・
竹

琳
〉
を
オ
ー
プ
ン
。「
同
じ
経

験
を
し
た
地
元
の
人
た
ち
に

自
分
も
元
気
で
や
っ
て
い
る

の
で
前
向
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に
頑
張
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し
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う
」
と
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し
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ま
し
た
。

　
５
年
ぶ
り
の
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ニ
漁
に

組
合
員
の
志
賀
清
さ
ん
も

「
自
信
を
持
っ
て
出
荷
で

き
る
」
と
海
底
の
様
子
や

ウ
ニ
の
成
長
の
状
態
を
見

て
期
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し
て
い
ま
し
た
。

　
試
験
操
業
に
伴
い
名
物

の
「
ウ
ニ
の
貝
焼
き
」
の

加
工
が
県
水
産
会
館
で
行

わ
れ
、
29
個
の
貝
焼
き
を

津波避難場所ガイド
●八坂神社

２年前に植樹された銀杏。半
澤キヨ子会長（右）と高尾さん

銀杏の絆

市
民
も
期
待

ウ
ニ
漁
試
験
操
業
始
ま
る 震災直後の小名浜の店舗のよ

うす。被害の甚大さがわかり
ます

３月にオープンした新店舗、
店名も〈竹琳〉に変わりました

「地元の人たちにも使って頂
きたい」と２階宴席もあります

新店舗は平作町にあり赤い看板
が目印です

来年の雌獅子の候補者も
見学に来ていました

指導役の笛の師匠も伝統
が受け継がれています

青年会、笛の師匠、区役員
などに見守られ、受け継
がれます

昨年と同じメンバーでの
練習。初日から息が合って
いました

伝統の獅子舞25年振りの繰越
　７月22日から沼ノ内公民館で始まった獅子舞
の練習ですが、今年は少し様子が違いました。
　沼ノ内の獅子舞は小学５・６年生、中学１年生の
３人。毎年新しい舞い手が入り大獅子役の中学生
が指導役になります。沼ノ内獅子舞の伝統で、舞
い手は地域の小学５年生で、長男であり、新盆を
出す身内がいないことが条件。ところが、今年は
地域に対象児童がいなかったため、前例も考慮し
て昨年と同じメンバーでの獅子祭典に臨むことに
なりました。
　世話役の沼ノ内青年会員も「来年の獅子は既に
決まっており、変則になったのは今年だけ」と話し
ていました。８月22日、たくましく成長した２年目
の獅子たちに期待が高まります。

水揚げ風景、志賀清さん（左）と鈴
木武さん

「焼き上がりは及第点です」と
鈴木一好会長

漁を終えて皆良い笑顔です。
写真は鈴木廣彦さん

お知らせ
「沼ノ内獅子祭典」（本祭りのみ）
８月22日　10：00諏訪神社～
沼ノ内団地～高久境～薄磯境
～（休憩）～13：15火の見下～
公民館15：40
「豊間獅子祭り」
８月22日　宵祭り
19:00～諏訪神社境内
８月23日　本祭り
10:00～諏訪神社境内～豊間
団地～とよマルシェなどで舞い
を奉納

●住所／平豊
　間字柳町地
　内
●面積/20㎡
●海抜/37.8ｍ

中華　竹琳　
店主　
猪狩　真 さん（55歳）

被災から
４年目の再開

　７月19日、兵庫県芦屋市
から美原中のＯＢ・ＯＧで組
織しているボランティア「ＲＡ
ＩＮＢＯＷ」のメンバーが豊
間区を訪れ、区役員から震災
から復興へ至る状況などの
説明を受けました。

　７月18日、薄磯区と復興
協議委員会で進める「薄磯ま
ちづくり委員会」の２回目の
会議が団地集会所で行われ、
慰霊碑や防災緑地に植樹さ
れる樹木などについて意見
を交わしました。

　7月14日、東京都八王子の
「みどりのいちょうの会」の
メンバーが薄磯修徳院を訪
れました。地域住民らと祈り
を捧げ、歌手の高尾ゆきさん
が薄磯を題材にした歌を披
露しました。
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作
り
、
内
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を
検
査
に

提
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し
、
残
り
を
市
場
に

出
荷
し
ま
し
た
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貝
焼
き

の
加
工
は
本
来
、
各
浜
の

組
合
員
宅
で
行
っ
て
い
ま

し
た
が
加
工
場
の
整
備
な

ど
の
都
合
で
、
今
回
は
会

館
内
の
調
理
場
で
組
合
員

の
家
族
な
ど
４
人
が
加
工

作
業
を
し
ま
し
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。
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場
で
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期
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０
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付
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ま
し
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。
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永
崎
字
川
畑
に
あ
る
天

神
前
川
。
津
波
や
高
潮
が

発
生
し
た
時
に
、
海
水
が

川
を
逆
流
し
て
地
域
に
流

れ
込
む
の
を
防
ぐ
た
め
、

水
門
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
式
の
水
門

の
高
さ
は
海
岸
堤
防
と
同

じ
海
抜
７
．
２
ｍ
。
開
閉

す
る
ゲ
ー
ト
部
分
は
、
幅

14
ｍ
、
高
さ
は
２
．
７
ｍ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

天
神
前
川
水
門
工
事

進
捗
状
況

水門工事をしている天神前川

津波避難場所ガイド

●江名小学校校庭

●住所／江名字天ケ作１３０
●面積　8,834㎡
●海抜　18.8m

●狩亦児童遊園

●住所／小名浜下神白字狩亦82‐２
●面積　237㎡
●海抜　21.3m

　
昨
年
４
月
に
発
足
し
た

「
永
崎
女
性
の
会
」
は
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
生

し
、
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が

目
的
。
会
長
の
髙
久
香
代
子

さ
ん
を
中
心
に
29
名
の
方
が

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
震

災
時
に
は
甚
大
な
津
波
被
害

を
受
け
た
永
崎
地
区
。
メ
ン

バ
ー
の
な
か
に
も
自
宅
が
津

波
被
害
を
受
け
た
方
や
ご
主

人
を
亡
く
さ
れ
た
と
い
う
方

も
い
ま
す
。
地
区
内
は
が
れ

き
や
雑
草
で
荒
れ
て
い
ま
し

た
が
、
会
の
み
な
さ
ん
が
橋

出
の
花
壇
に
花
を
植
え
、
地

域
に
潤
い
と
癒
し
を
与
え
ま

し
た
。「
み
ん
な
の
笑
顔
が
見

た
か
っ
た
」
と
髙
久
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
役

に
立
ち
た
い
と
永
崎
小
学
校

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し

て
い
ま
す
。
髙
久
さ
ん
は

「
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

　
双
葉
郡
か
ら
の
避
難
者
向

け
の
県
復
興
公
営
住
宅
が
下

神
白
に
造
ら
れ
、
住
む
人
の

心
に
寄
り
添
え
れ
ば
と
、
昨

年
10
月
、
メ
ン
バ
ー
は
相
双

地
区
を
視
察
。
津
波
被
害
を

受
け
た
場
所
や
手
付
か
ず
の

町
並
み
を
目
の
当
た
り
に
し
、

手
を
差
し
伸
べ
て
行
く
こ
と

を
改
め
て
決
意
し
ま
し
た
。

　
６
月
27
日
に
は
県
復
興
公

営
住
宅
１
、
２
号
棟
の
駐
車

場
で
鉢
植
え
。
住
人
と
一
緒

に
行
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。「
こ
れ
か

ら
も
自
然
な
形
で
交
流
を
し

て
い
き
た
い
」
と
髙
久
さ
ん
。

寄
り
添
う
心
を
大
切
に
、
地

域
で
笑
顔
が
広
が
る
よ
う
今

日
も
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

小名浜ピックアップ

睦真子バレエ研
究所が優勝

「超光速！はじける情熱　きらめく夜空」を
テーマに、１万発の花火が上がりました

海遊祭のアク
ロバットショー

　８月１日、「第62回いわき花火大会」が行わ
れました。プレイベントで７月25日、26日に
「おなはま海遊祭」、31日に「いわきおどり小
名浜大会」が行われ、盛り上がりを見せました。

祭りで賑わう、小名浜の熱い夏

地域の交流を
大切に
永崎女性の会

県復興公営住宅の住人とマリーゴールド
やサルビアを鉢に植えました

　７月４日、江名小学
校で全児童と早稲田
大学米式蹴球部がフ
ラッグフットボールを
しました。午後は部員
対ＰＴＡ連合チームで
試合をしました。練習や試合を楽しく行う

児童たち
毎週火曜日10時から同集
会所で開始

スポーツで交流
　７月７日、折戸集会
所で初めてシルバーリ
ハビリ体操が行われ
ました。折戸長寿会
17名が参加。椅子に
座り簡単にできる体
操を学びました。

みんなで簡単体操

　７月８日、中之作区
民館で民謡教室が行
われ、三峰会の石井
有子さんを講師に35
名の地域住民が参加。
会津磐梯山など計５
曲を歌いました。

歌い楽しむ民謡教室

熱唱する参加者と
石井さん(左)

永崎女性の会のみなさん。メンバーの作山
優美子さんを講師にハンドベルを楽しむ

津
波
被
害
に
遭
い
な
が
ら
も

明
る
く
元
気
に
活
動
中

地
域
に
慣
れ
る
よ
う
に

手
を
差
し
伸
べ
る

可愛いカワウソに見入る子ども

　
７
月
20
日
、
ア
ク
ア
マ

リ
ン
ふ
く
し
ま
開
館
15
周

年
を
記
念
し
て
「
わ
く
わ

く
里
山
・
縄
文
の
里
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
人

と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
縄
文
時
代
の
自
然
環

境
を
再
現
。
全
長
２
０
０

ｍ
あ
る
ト
ン
ネ
ル
か
ら
山

や
渓
流
、
滝
、
湿
地
な
ど

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
在
来
種
の

日
本
カ
ワ
ウ
ソ
に
近
い

ユ
ー
ラ
シ
ア
カ
ワ
ウ
ソ
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し

ま 「
わ
く
わ
く
里
山・

縄
文
の
里
」オ
ー
プ
ン

永崎
海岸●

●

●

● マルト

ファミリー
マート

GS

ツルハ

15

15

永崎

江名港
●
真福寺

→

→

中之作

江名獅子祭のお知らせ
【宵祭】
●日時　８月29日 ( 土 )19 時～
●場所　江名諏訪神社と江名港
【本祭り】
●日時　８月30日 (日 )８時～
●場所　江名諏訪神社と江名町内
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永
崎
字
川
畑
に
あ
る
天

神
前
川
。
津
波
や
高
潮
が

発
生
し
た
時
に
、
海
水
が

川
を
逆
流
し
て
地
域
に
流

れ
込
む
の
を
防
ぐ
た
め
、

水
門
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
式
の
水
門

の
高
さ
は
海
岸
堤
防
と
同

じ
海
抜
７
．
２
ｍ
。
開
閉

す
る
ゲ
ー
ト
部
分
は
、
幅

14
ｍ
、
高
さ
は
２
．
７
ｍ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

天
神
前
川
水
門
工
事

進
捗
状
況

水門工事をしている天神前川

津波避難場所ガイド

●江名小学校校庭

●住所／江名字天ケ作１３０
●面積　8,834㎡
●海抜　18.8m

●狩亦児童遊園

●住所／小名浜下神白字狩亦82‐２
●面積　237㎡
●海抜　21.3m

　
昨
年
４
月
に
発
足
し
た

「
永
崎
女
性
の
会
」
は
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
生

し
、
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が

目
的
。
会
長
の
髙
久
香
代
子

さ
ん
を
中
心
に
29
名
の
方
が

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
震

災
時
に
は
甚
大
な
津
波
被
害

を
受
け
た
永
崎
地
区
。
メ
ン

バ
ー
の
な
か
に
も
自
宅
が
津

波
被
害
を
受
け
た
方
や
ご
主

人
を
亡
く
さ
れ
た
と
い
う
方

も
い
ま
す
。
地
区
内
は
が
れ

き
や
雑
草
で
荒
れ
て
い
ま
し

た
が
、
会
の
み
な
さ
ん
が
橋

出
の
花
壇
に
花
を
植
え
、
地

域
に
潤
い
と
癒
し
を
与
え
ま

し
た
。「
み
ん
な
の
笑
顔
が
見

た
か
っ
た
」
と
髙
久
さ
ん
は

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
役

に
立
ち
た
い
と
永
崎
小
学
校

で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し

て
い
ま
す
。
髙
久
さ
ん
は

「
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

　
双
葉
郡
か
ら
の
避
難
者
向

け
の
県
復
興
公
営
住
宅
が
下

神
白
に
造
ら
れ
、
住
む
人
の

心
に
寄
り
添
え
れ
ば
と
、
昨

年
10
月
、
メ
ン
バ
ー
は
相
双

地
区
を
視
察
。
津
波
被
害
を

受
け
た
場
所
や
手
付
か
ず
の

町
並
み
を
目
の
当
た
り
に
し
、

手
を
差
し
伸
べ
て
行
く
こ
と

を
改
め
て
決
意
し
ま
し
た
。

　
６
月
27
日
に
は
県
復
興
公

営
住
宅
１
、
２
号
棟
の
駐
車

場
で
鉢
植
え
。
住
人
と
一
緒

に
行
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。「
こ
れ
か

ら
も
自
然
な
形
で
交
流
を
し

て
い
き
た
い
」
と
髙
久
さ
ん
。

寄
り
添
う
心
を
大
切
に
、
地

域
で
笑
顔
が
広
が
る
よ
う
今

日
も
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

小名浜ピックアップ

睦真子バレエ研
究所が優勝

「超光速！はじける情熱　きらめく夜空」を
テーマに、１万発の花火が上がりました

海遊祭のアク
ロバットショー

　８月１日、「第62回いわき花火大会」が行わ
れました。プレイベントで７月25日、26日に
「おなはま海遊祭」、31日に「いわきおどり小
名浜大会」が行われ、盛り上がりを見せました。

祭りで賑わう、小名浜の熱い夏

地域の交流を
大切に
永崎女性の会

県復興公営住宅の住人とマリーゴールド
やサルビアを鉢に植えました

　７月４日、江名小学
校で全児童と早稲田
大学米式蹴球部がフ
ラッグフットボールを
しました。午後は部員
対ＰＴＡ連合チームで
試合をしました。練習や試合を楽しく行う

児童たち
毎週火曜日10時から同集
会所で開始

スポーツで交流
　７月７日、折戸集会
所で初めてシルバーリ
ハビリ体操が行われ
ました。折戸長寿会
17名が参加。椅子に
座り簡単にできる体
操を学びました。

みんなで簡単体操

　７月８日、中之作区
民館で民謡教室が行
われ、三峰会の石井
有子さんを講師に35
名の地域住民が参加。
会津磐梯山など計５
曲を歌いました。

歌い楽しむ民謡教室

熱唱する参加者と
石井さん(左)

永崎女性の会のみなさん。メンバーの作山
優美子さんを講師にハンドベルを楽しむ

津
波
被
害
に
遭
い
な
が
ら
も

明
る
く
元
気
に
活
動
中

地
域
に
慣
れ
る
よ
う
に

手
を
差
し
伸
べ
る

可愛いカワウソに見入る子ども

　
７
月
20
日
、
ア
ク
ア
マ

リ
ン
ふ
く
し
ま
開
館
15
周

年
を
記
念
し
て
「
わ
く
わ

く
里
山
・
縄
文
の
里
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
人

と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
縄
文
時
代
の
自
然
環

境
を
再
現
。
全
長
２
０
０

ｍ
あ
る
ト
ン
ネ
ル
か
ら
山

や
渓
流
、
滝
、
湿
地
な
ど

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
在
来
種
の

日
本
カ
ワ
ウ
ソ
に
近
い

ユ
ー
ラ
シ
ア
カ
ワ
ウ
ソ
も

展
示
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し

ま 「
わ
く
わ
く
里
山・

縄
文
の
里
」オ
ー
プ
ン

永崎
海岸●

●

●

● マルト

ファミリー
マート

GS

ツルハ

15

15

永崎

江名港
●
真福寺

→

→

中之作

江名獅子祭のお知らせ
【宵祭】
●日時　８月29日 ( 土 )19 時～
●場所　江名諏訪神社と江名港
【本祭り】
●日時　８月30日 (日 )８時～
●場所　江名諏訪神社と江名町内
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佐
糠
橋
北
側
の
２
ヵ
所

に
緊
急
時
避
難
階
段
が
設

置
さ
れ
、
６
月
30
日
に
完

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

震
災
で
損
壊
し
た
、
市

消
防
団
第
３
支
団
第
１
分

団
の
３
班
と
５
班
の
詰
め

所
が
、
合
同
施
設
と
し
て

新
た
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
勿
来
支
所
で
は
、

来
年
３
月
末
ま
で
の
完
了

を
予
定
し
て
耐
震
補
強
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
期
間
中
は

以
下
の
部
署
が
３
階
へ
移

動
と
な
り
ま
す
。

●
前
期
（
〜
10
月
中
旬
）

・
市
民
課（
市
民
係
、保
健
衛
生
係
）

・
経
済
土
木
課

●
後
期
（
〜
来
年
３
月
）

・
勿
来
税
務
事
務
所

・
勿
来
・
田
人
地
域
包
括

　
支
援
セ
ン
タ
ー

　
今
年
も
、
国
内
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
サ

ン
バ
チ
ー
ム
「G

.R
.E.S.

仲
見
世
バ
ル
バ
ロ

ス
」
が
植
田
町
に
訪
れ
、
活
気
と
情
熱
に
満

ち
た
踊
り
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
続
い

て
「
第
33
回
い
わ
き
お
ど
り
勿
来
大
会
」
と

「
第
19
回
な
こ
そ
鮫
川
花
火
大
会
」
を
実
施
。

勿
来
の
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
む
大
勢
の
人
々

で
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

 

７
月
31
日
、
勿
来
市
民

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
あ
が
っ
て
い
る
課

題
の
確
認
が
行
わ
れ
た
の

ち
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
実

施
。
砂
浜
へ
降
り
る
階
段

の
デ
ザ
イ
ン
や
、
芸
術
公

園
ゾ
ー
ン
に
整
備
さ
れ
る

ス
テ
ー
ジ
の
形
状
を
ど
う

す
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ

る
な
か
、
今
回
は
、
広
場

に
か
か
る
樹
木
の
植
栽
範

囲
を
ど
う
す
べ
き
か
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

　
勿
来
町
酒
井
地
区
に
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
双
葉

町
民
対
象
の
復
興
公
営
住
宅
。

「
勿
来
ひ
と
・
ま
ち
未
来
会

議
」
で
は
、
勿
来
と
双
葉
の

方
々
の
共
生
を
目
指
し
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
そ
の
な
か
で
、
両
住

民
の
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
「
勿
来
ま

ち
あ
る
き
」
を
計
画
中
。
７

月
26
日
に
は
ル
ー
ト
の
決
定

に
向
け
、
実
行
委
員
に
よ
る

「
プ
レ
ま
ち
あ
る
き
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

勿来ピックアップ
気持ち良く使える海にしよう キャンプで学ぶ防災訓練

市
勿
来
支
所

耐
震
補
強
工
事

第
７
回
　
防
災
緑
地

利
活
用
検
討
委
員
会

緊
急
避
難
用
の
階
段

佐
糠
町
に
新
た
に
完
成

1日目の学習を生かし、2日目に
は班対抗で防災ゲームに挑戦

7月26日　第20回 四時ダムまつり

7月25日　なこそ夏まつり

7月5日　第6回 植田七夕まつり錦
町
鷺
内
地
内
に

合
同
詰
め
所
が
完
成

芝浦工業大学、筑波大学の学
生も参加。３班に分かれ3つの
ルートを歩きました環境問題への取り組みに向け

た学習会やビンゴゲームも実施

施工中の同支所の様子。工事は前
期と後期に分けて行われます

津波避難場所ガイド
●植田中学
　校校庭

●住所/植田町根
　小屋25-4
●面積/15,685㎡
●海抜/4.9m

市・県の職員や芝浦工業大学の学生
など、合わせておよそ20名が参加

震災前は安良町および須
賀地区にあった両班の詰
め所を合併し、建設

今回設置されたものを
含め、４ヵ所となった佐
糠町の避難階段

　
川
部
小
学
校
の
児
童
お
よ
び
四
時
太
鼓
保

存
会
に
よ
る「
四
時
若
鮎
太
鼓
」で
ス
タ
ー
ト
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ダ
ム
湖
巡
視
体
験
の

ボ
ー
ト
乗
船
の
ほ
か
、ス
テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド

演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
も
行
わ
れ
、た
く

さ
ん
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
植
田
第
二
公
園

で
開
催
さ
れ
た
七
夕
ま
つ
り
。焼
き
鳥
や
か
き

氷
な
ど
の
屋
台
が
並
び
、子
ど
も
向
け
の
縁
日

コ
ー
ナ
ー
も
大
賑
わ
い
。公
園
内
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、和
太
鼓
や
バ
ン
ド
な
ど
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

●宝徳院

●住所/後田町石
　田35
●面積/10,000㎡
●海抜/13.2m

　7月4日、勿来海水浴場の
清掃活動が、クレハ労働組合
の主催で行われました。平成
元年より、震災のあった年を
除いて毎年行ってきたこの活
動。海開きに向け、約200名
の参加者がゴミを拾いました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・

熱く盛り上がる！
勿来の夏

●

●

●

↓

↓

↓

↓

勿来工業
高校

泉
駅

錦
植
田
駅

佐
糠

磐城農業
高校

ほうとく
幼稚園

●

●

↓

↓

↓

↓

錦

山田
佐糠

マクドナルド

植田駅

マルト
中岡店

さ
ぎ  

う
ち

「
勿
来
ま
ち
あ
る
き
」

実
施
に
向
け
て

　7月18、19両日、山田公民
館で行われた「レッドベアい
わき防災キャンプin勿来」。
小学4～6年生32名が8班に
分かれ、ロープワークや応急
手当の方法など、災害時に役
立つ知識を学びました。
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佐
糠
橋
北
側
の
２
ヵ
所

に
緊
急
時
避
難
階
段
が
設

置
さ
れ
、
６
月
30
日
に
完

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
震
災
で
損
壊
し
た
、
市

消
防
団
第
３
支
団
第
１
分

団
の
３
班
と
５
班
の
詰
め

所
が
、
合
同
施
設
と
し
て

新
た
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
勿
来
支
所
で
は
、

来
年
３
月
末
ま
で
の
完
了

を
予
定
し
て
耐
震
補
強
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
期
間
中
は

以
下
の
部
署
が
３
階
へ
移

動
と
な
り
ま
す
。

●
前
期
（
〜
10
月
中
旬
）

・
市
民
課（
市
民
係
、保
健
衛
生
係
）

・
経
済
土
木
課

●
後
期
（
〜
来
年
３
月
）

・
勿
来
税
務
事
務
所

・
勿
来
・
田
人
地
域
包
括

　
支
援
セ
ン
タ
ー

　
今
年
も
、
国
内
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
サ

ン
バ
チ
ー
ム
「G

.R
.E.S.

仲
見
世
バ
ル
バ
ロ

ス
」
が
植
田
町
に
訪
れ
、
活
気
と
情
熱
に
満

ち
た
踊
り
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
続
い

て
「
第
33
回
い
わ
き
お
ど
り
勿
来
大
会
」
と

「
第
19
回
な
こ
そ
鮫
川
花
火
大
会
」
を
実
施
。

勿
来
の
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
む
大
勢
の
人
々

で
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

 

７
月
31
日
、
勿
来
市
民

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
あ
が
っ
て
い
る
課

題
の
確
認
が
行
わ
れ
た
の

ち
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
実

施
。
砂
浜
へ
降
り
る
階
段

の
デ
ザ
イ
ン
や
、
芸
術
公

園
ゾ
ー
ン
に
整
備
さ
れ
る

ス
テ
ー
ジ
の
形
状
を
ど
う

す
る
か
な
ど
の
課
題
が
あ

る
な
か
、
今
回
は
、
広
場

に
か
か
る
樹
木
の
植
栽
範

囲
を
ど
う
す
べ
き
か
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

　
勿
来
町
酒
井
地
区
に
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
双
葉

町
民
対
象
の
復
興
公
営
住
宅
。

「
勿
来
ひ
と
・
ま
ち
未
来
会

議
」
で
は
、
勿
来
と
双
葉
の

方
々
の
共
生
を
目
指
し
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
そ
の
な
か
で
、
両
住

民
の
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
「
勿
来
ま

ち
あ
る
き
」
を
計
画
中
。
７

月
26
日
に
は
ル
ー
ト
の
決
定

に
向
け
、
実
行
委
員
に
よ
る

「
プ
レ
ま
ち
あ
る
き
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

勿来ピックアップ
気持ち良く使える海にしよう キャンプで学ぶ防災訓練

市
勿
来
支
所

耐
震
補
強
工
事

第
７
回
　
防
災
緑
地

利
活
用
検
討
委
員
会

緊
急
避
難
用
の
階
段

佐
糠
町
に
新
た
に
完
成

1日目の学習を生かし、2日目に
は班対抗で防災ゲームに挑戦

7月26日　第20回 四時ダムまつり

7月25日　なこそ夏まつり

7月5日　第6回 植田七夕まつり錦
町
鷺
内
地
内
に

合
同
詰
め
所
が
完
成

芝浦工業大学、筑波大学の学
生も参加。３班に分かれ3つの
ルートを歩きました環境問題への取り組みに向け

た学習会やビンゴゲームも実施

施工中の同支所の様子。工事は前
期と後期に分けて行われます

津波避難場所ガイド
●植田中学
　校校庭

●住所/植田町根
　小屋25-4
●面積/15,685㎡
●海抜/4.9m

市・県の職員や芝浦工業大学の学生
など、合わせておよそ20名が参加

震災前は安良町および須
賀地区にあった両班の詰
め所を合併し、建設

今回設置されたものを
含め、４ヵ所となった佐
糠町の避難階段

　
川
部
小
学
校
の
児
童
お
よ
び
四
時
太
鼓
保

存
会
に
よ
る「
四
時
若
鮎
太
鼓
」で
ス
タ
ー
ト
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ダ
ム
湖
巡
視
体
験
の

ボ
ー
ト
乗
船
の
ほ
か
、ス
テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド

演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
も
行
わ
れ
、た
く

さ
ん
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
植
田
第
二
公
園

で
開
催
さ
れ
た
七
夕
ま
つ
り
。焼
き
鳥
や
か
き

氷
な
ど
の
屋
台
が
並
び
、子
ど
も
向
け
の
縁
日

コ
ー
ナ
ー
も
大
賑
わ
い
。公
園
内
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、和
太
鼓
や
バ
ン
ド
な
ど
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

●宝徳院

●住所/後田町石
　田35
●面積/10,000㎡
●海抜/13.2m

　7月4日、勿来海水浴場の
清掃活動が、クレハ労働組合
の主催で行われました。平成
元年より、震災のあった年を
除いて毎年行ってきたこの活
動。海開きに向け、約200名
の参加者がゴミを拾いました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・

熱く盛り上がる！
勿来の夏

●

●

●

↓

↓

↓

↓

勿来工業
高校

泉
駅

錦
植
田
駅

佐
糠

磐城農業
高校

ほうとく
幼稚園

●

●

↓

↓

↓

↓

錦

山田
佐糠

マクドナルド

植田駅

マルト
中岡店

さ
ぎ  

う
ち

「
勿
来
ま
ち
あ
る
き
」

実
施
に
向
け
て

　7月18、19両日、山田公民
館で行われた「レッドベアい
わき防災キャンプin勿来」。
小学4～6年生32名が8班に
分かれ、ロープワークや応急
手当の方法など、災害時に役
立つ知識を学びました。
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②インストール後、アプリを起動するとスキャ
　ン画面になります。
③スマホをかざして画像をスキャンします。
④認識するとコンテンツが表示されます。

防災への理解を深める勿来地区の夏祭り特集熱い夏、小名浜の祭り特集
広がる笑顔、永崎女性の会

平成27年8月20日発行（毎月1回20日発行）平成27年8月20日発行（毎月1回20日発行）

2015年

August

NO.5１8
盛り上がる、各地の夏盛り上がる、各地の夏

久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来久之浜・大久、四倉、平、小名浜、勿来

第
51号

平
成
27年

8月
20日

発
行

　「四倉ねぶたといわきおどり
の夕べ」に登場した「加藤清正
の虎退治」は、製作を担当する
善友会が約2ヵ月かけて作り上
げた大ねぶた。同会の関係者や
スポーツ少年団の子どもたちが
「ラッセラー」の掛け声に合わ
せて綱を引き、勇壮な姿を煌々
と浮かび上がらせながら、商店
街を練り歩きました。

応急仮設住宅や災害公営住宅ほか
市内各地のイベントやできごとを紹介

都市計画道路
〈関田江栗線〉
7月末現在

※お申し込みは開催日の3日前まで。
【予約・問い合わせ】　市ふるさと再生課　☎0246-22-7437

　市では、東日本大震災以降の宅地需要の増加に
対応するため、新たな宅地供給に向けた取り組みを
進めています。この度、「市街化調整区域における
地区計画制度」の運用基準に基づき選定した候補
地で、第1号となる地区計画等に関する都市計画の
決定を行いました。今後は、来年3月ごろの宅地分
譲開始を目指し造成工事が進められます。
▶場所　平上荒川字後沢の一部の区域ほか
▶面積　約2.3ha
▶予定区画数　55区画(一戸建て住宅)
【問い合わせ】
都市計画課 計画係 　☎0246-22-7511

　平町では、江戸時代から続く伝統
行事「盆の迎え火」が盛んでした。昭
和9年の夏前に、平の本町通りでア
スファルト舗装工事が始まりました
が、舗装が溶ける恐れがあるので
迎え火を自粛。ちょうど昭和6年頃
から、仙台から赴任してきた医師の
家族が派手な七夕飾りで自宅を飾
り付けていたのが評判となっていた
こともあって、三町目商店街を中心
に迎え火に代わる行事として七夕
飾りが広がりました。昭和11年には
平町商工会も加わり、平の代表的
な祭りへ発展。その後、昭和13年に
は戦時体制を整えるため政府が定
めた「国家総動員法」により自粛を
余儀なくされましたが、昭和23年に
復活を遂げました。昭和35年から
は盆行事と連動して中暦が採用さ
れることになり、現在に至ります。

　6月4日、都市計画道路・
関田江栗線の完成式が行
われました。津波被害を受
けた錦町沿岸部から市街
地への避難を円滑にする
ため、幅員2ｍだった道路
が10ｍに拡張されました。

東日本大震災後の宅地需要に対応
した新たな宅地供給について

「平七夕まつり」とは？

7月
24～26日

「住まいと暮らしの再建相談会」「生活再建ライフプランセミナー」
◆日時　9月27(日)　　
　　　　①10:00 ②13:00
　　　　③15:00(各90分程度)
◆場所　市文化センター
◆定員　9組 (各時間3組)

◆テーマ　震災からの生活再建と
　　　　　セカンドライフへの備え
◆日時　9月13日(日)
　　　　10:00～12:00
◆場所　市文化センター
◆定員　30名

各地の復興工事
進捗状況

きらきら広場あそぼう会海と川に響く歓声

　7月24日、平禰宜町に新シアター〈いわきPIT〉
がオープンしました。同ホールは、震災からの復興
に向け、エンターテイメントを通して被災地のみな
さんに元気になってもらうことを目的に、「一般社
団法人チームスマイル」が提案し建設されたもの。
　オープン初日には、落成披露式とコンサートが
実施され、女優で歌手の倍賞千恵子さんや、ピア
ニストの熊本マリさんらが出演。サプライズで、岸
谷香さんなども登場しました。また、25、26日には
記念イベントも行われ、市内在住のギタリストのア
ベマンセイさんや、ご当地アイドルのアイくるガー
ルズが出演。そのほか、市民と小・中学生による合
唱や、太鼓演奏なども披露されました。

多目的ホール〈いわきPIT〉
オープン！

４年目の再オープ
ン

獅子舞練習開始

江名の子どもたちに
よる三匹獅子舞

車いす席1席を合わせて全
202席あります

錦東小学校脇を通る関田江
栗線の現在の様子昭和10年頃の七夕

まつり

現在の七夕まつり

なるほど！いわきの歴史コーナー
プチ講座 Part.3
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